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　目的論唯集合体の浸透ぬれは繊維の表面自由エネルギーと集合体構造並びにぬれ液

体の組成に支配される。固体／溶液界面の自由エネルギーは固体の表面電荷の影響を受け

ることが知られているので，繊維の表面電荷密度を変えれば浸透ぬれ速度が変化すること

が予想される。そこで両性繊維であるナイロンを取り上げ. pHの異なる電解質水溶液に

よるナイロン織物の浸透ぬれ進度を測定し，接触角と界面動電位測定結果を基に検討した。

　方法繊維集合体としてナイロンタフタ（中尾フィルター工業li＃i5）を用いた。ポリ

四フッ化エチレン製試料充填筒に彪

る。ナイロンプラグの上下両端に多孔性白金電極を設置し，刊B電極4こ電解質水溶液を接

触させた瞬間からのぬれに伴う電導度の経時変化を自記記録した。ぐ電位は流動電位法で，

接触角ば単繊維を用いてWilhelmy法でそれぞれ測定した。

　結果電導度一時間曲線の降伏時間toと勾配Ｓをぬれ速度のパラメーターとしてPH

の影響を検討したところ，PH4付近でぬれ速度が極小を示すことがわかった。接触角測

定値はpH4付近で極大を示した。ぐ電位測定結果は用いたナイロン織物がpH4付近で

等電点をもつことを示し，繊維の表面電荷が接触角を変化させ，織物の浸透ぬれ速度に影

響していることが示唆された。
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　＜目的＞実際の油汚れに含まれている成分を考慮し、有機系物質を対象として非イオン界

面活性剤を添加したアルコール系洗浄剤での洗浄竹Eを調べることにした。

　＜方法＞基板となるステンレスメッシュ(NBS社製）は3cmx 3cmにカットし、中性洗剤

で洗浄後、市水、蒸留水ですすぎアセトンに浸漬、乾燥させた。各々の有機質汚れ中に基

板を浸漬付着させ、熱処理を行った。放置後、かくはん式洗浄装置を用いて、エタノール

水溶液に純度の高い非イオン界面活性剤を添加させた洗浄液で洗浄した。すすぎは蒸留水

およびエタノールを使用した。洗浄→すすぎ→すすぎを一工程とし、ドライキャビネット

中で乾燥させた後、洗浄前と洗浄後の基板の重量差より洗浄率を計算し、評価を行った。

洗浄装置の回転数は常に一定にした。洗浄液とすすぎの条件を変え、油汚れ除去に最適な

洗浄条件および洗浄方法を探索した。

　＜結果＞60％エタノール水溶液に界面活性剤を添加させた場合、界面活性剤のＨＬＢによ

り各油汚れの洗浄率は異なった。オレイン酸は極めて洗浄率がよい一方、流動パラフィン、

トリオレインでは洗浄率が低く、有機系物質の極性によって洗浄性に違いがみられた。極

性の大きいオレイン酸においては、エタノール水溶液で洗浄した方が洗浄性がよく、蒸留

水のみによる洗浄では洗浄の効果がみられなかった。極性の違いにより洗浄効果に違いが

みられた。
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